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だ
よ
り 令和８年６月８日 No.6 

- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 

児童会本部が、今年の田んぼアートに向け

て全校にアンケートを実施しました。 

各学級から寄せられた案を基に、話し合い

を重ね、今年の一文字は「光」に決定。全校の

声を集め、自分たちで考え、学校の行事を動

かしていく姿に、とても頼もしさを感じまし

た。 

また、給食時の全校放送で、アンケート結

果を上手に伝えてくれました！ 

「かがやく五小の子どもたち、まじめで

あきらめない」児童会代表委員会が込めた

願いが、季節とともに田んぼに浮かび上がる

日を、楽しみにしています。 

今年度も、五小の田んぼアートが動き出しました！昨年度、初めて取り組んだ田んぼアートでは、田んぼに「五小 2025」の文字が浮かび上

がりました。今年度は、そのバトンを受け継ぎ、児童会代表委員会が中心となって決めた一文字「光」と「2026」を田んぼに表していきます。そ

の第一歩として、6月 25日には、5年生が地域の方々に教えていただきながら田植えを行います。 

この取組は、田んぼをお貸しいただく方をはじめ、区長の皆様、赤羽公民館、設計・準備に関わってくださる事務所の方など、多くの皆様のお

力によって実現しています。児童が考えた一文字を、地域の皆様の力をお借りしながら田んぼに表していく。その過程には、五小だけではつく

ることのできない、人の手と地域の思いが重なっています。 

田植え、管理、そして完成まで。今年も、たくさんの方の手によって、五小らしい田んぼアートが少しずつ形になっていく予定です。 
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田んぼに文字が浮かび上がるまでには、たくさんの時間と手間があります。種もみから苗が育ち、田植えをし、水や田んぼ

の様子を見ながら、稲は収穫へ向かっていきます。お米は、自然の力と、人の手が重なってできるものです。田んぼアートをき

っかけに、ご家庭でも、毎日のご飯が食卓に届くまでの道のりや、食を支えてくださる方々のことに目を向けていただければ

と思います。 

 田んぼに文字が表れるのは、まだまだ先のことです。けれど、その前から、田んぼアートは静かに動き

始めています。全校から集まった声。放送で届けられた言葉。田植えに向けた準備。田んぼを整えてくだ

さる方々の手。まだ田んぼには見えていなくても、そこにはすでに、たくさんの思いと時間が入っていま

す。 

 学校の学びも、同じなのかもしれませんね。目に見える結果になる前に、考える時間があります。相談

する時間があります。試してみる時間も必要ですし、人の力を借りながら、形になる前のものを大切に育

てていく時間があります。 

 今年の田んぼアートが、子どもたちにとって、米づくりを知るだけでなく、見えないところで支えてくだ

さる方々の存在や配慮に気付く機会になれば、それは何にも代えがたいことだと思います。そして、その

気付きは、田んぼに文字が表れたときに、きっともう一度、子どもたちの心に戻ってくるはずです。 

やがて田んぼに文字が表れる頃、その景色は、ただの文字や絵ではなく、見えないところで重ねられ

てきた時間と、確かな実りを映すものになっている・・・ことを、心から期待しています。 

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 


